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改
善
例

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を
深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
の育成を図り，外国語の音声等に慣れ親しませなが
ら，コミュニケーション能力の素地を養う。
＜ポイント＞
・言語や文化についての体験的理解
・積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
・コミュニケーション能力の素地

現
行

「話すこと」（発表）
Spoken Production　【SP】
【SP1】自分の考えや気持ち，
事実などを，聞き手を意識しな
がら初歩的な英語で伝えるこ
とができるようにする。
【SP2】与えられたテーマにつ
いて初歩的な英語で簡単なス
ピーチをすることができるよう
にする。

「話すこと」（やりとり）
Spoken Interaction  【SI】
〇聞いたことに相づちをうった
り，感想を言ったりすることが
できるようにする。

現
行

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を図り，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。

英
語
等
の
目
標

＜英語＞
○身近な話題について話される英語を聞いて話し手の意向などを理
解できるようにする。
○身近な話題について，英語を用いて自分の考えなどを話すことが
できるようにする。
○身近な話題について書かれた英語を読んで書き手の意向などを
理解できるようにする。
○身近な話題について，英語を用いて自分の考えなどを書くことが
できるようにする。

＜ポイント＞
・身近な話題
・自分の考えなどの表現
・相手の意向などの理解

＜英語＞
（1）身近で簡単なことについて話される初歩的な英語を聞いて話し手の
意向などを理解できるようにする。
（2）身近で簡単なことについて，初歩的な英語を用いて自分の考えなど
を話すことができるようにする。
（3）アルファベットや単語に慣れ親しみ，英語を読むことに対する興味を
育てる。
（4）アルファベットを書くことに慣れ親しみ，英語を書くことに対する興味を
育てる。

＜ポイント＞
・身近で簡単なこと
・初歩的な英語

各科目において，英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，科目ごとに養うコミュニケー
ション能力を設定する。
＜基礎科目（選択科目）＞
○身近な話題について，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことができるようにする。
＜必履修科目＞
○日常的な話題や自分の関心のある分野について，情報や考えなどを，的確に理解したり英語話者が理解できる程度の英語を
用いて適切に伝えたりすることができるようにする。
＜選択科目＞
○時事的な話題や社会問題などについて，情報や考えなどを，的確に理解したり英語話者が理解できる程度の英語を用いてあ
る程度流暢に伝えたりすることができるようにする。
〇時事的な話題や社会問題などについて，情報や考えなどを，的確に理解したり英語話者が理解できる程度の英語を用いてあ
る程度流暢に伝えたりする能力を更に伸ばし，社会生活において活用できるようにする。
○日常的な話題や自分の関心のある分野について，スピーチやプレゼンテーション等の場面において，情報や考えなどを的確に
理解したり適切に伝えたりすることができるようにする。
○時事的な話題や社会問題などについて，ディベートやディスカッション等の場面において，情報や考えなどを的確に理解したり
適切に伝えたりすることができるようにする。
○海外での生活に必要な基本的な表現を使って，幅広い話題について会話することができるようにする。

＜ポイント＞
・身近な話題（基礎科目） ⇒ 日常的な話題や関心のある分野（必履修科目） ⇒ 時事的な話題や社会問題な
ど（選択科目）
・４技能の基礎的な能力（基礎科目） ⇒ 的確に理解し，適切に伝える能力（必履修科目及び選択科目）
・英語話者が理解できる程度の英語（必履修科目） ⇒ 英語話者が理解できる程度の英語＋ある程度の流暢
さ（選択科目）
・情報や考えなどのやりとり：スピーチやプレゼンテーション等 ⇒ ディベートやディスカッション等

「話すこと」（発表）
Spoken Production　【SP】
【SP1】自分の考えや気持
ち，事実などを，聞き手を意
識しながら英語で伝えること
ができるようにする。
【SP2】自分の意見や主張を
基に，与えられたテーマにつ
いて短いスピーチをすること
ができるようにする。

改
善
例

小・中・高を通じた目標及び内容の主なイメージ
小学校

中学校 高等学校
高学年

１
　
目
標

教
科
等
の
目
標

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，
身近で簡単なことについて外国語の基本的な表現に関わって
聞くことや話すことなどのコミュニケーション能力の基礎を養
う。

＜ポイント＞
・身近で簡単なこと
・コミュニケーション能力の基礎

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極
的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図ると
ともに，身近な話題についての理解や表現，簡単な情報
交換ができるコミュニケーション能力を養う。

＜ポイント＞
・身近な話題
・理解，表現，情報交換できるコミュニケーション能力

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図るとともに，幅広い話題について，情報や考えなどを的確に理
解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。

＜ポイント＞
・言語や文化についての理解
・積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
・幅広い話題
・情報や考えなどを的確に理解し適切に伝えるコミュニケーション能力

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本
的な表現に慣れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地を養う。

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとする態度の育成を図り，聞くこと, 話すこと, 読む
こと, 書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う。

「話すこと」（やりとり）
Spoken Interaction  【SI】
○聞いたり読んだりしたこと
などについてほかの人と話
し合い，理解したことを確認
したり，意見を伝え合ったり
することができるようにする。

「話すこと」（発表）
Spoken Production　【SP】
○＜必履修科目＞　日常的な話題や自分の関心
のある分野について，英語話者が理解できる程度
の英語を用いて，
【SP1】情報や考えなどを適切に伝えることができ
るようにする。
【SP2】要点を整理し，関連情報や具体例などを付
け加えながら，まとまった内容のスピーチをするこ
とができるようにする。
【SP3】要点を整理し，関連情報や具体例などを付
け加えながら，まとまった内容のプレゼンテーショ
ンをすることができるようにする。
○＜選択科目＞　抽象的な内容を含む幅広い話
題について，英語話者が理解できる程度の英語を
用いてある程度流暢に，
【SP4】情報や考えなどを適切に発表することがで
きるようにする。
【SP5】要点を整理し，関連情報や具体例などを付
け加えながら，論理的な構成のスピーチをすること
ができるようにする。
【SP6】要点を整理し，関連情報や具体例などを付
け加えながら論理的な構成のプレゼンテーション
をすることができるようにする。

「話すこと」（やりとり）
Spoken Interaction 【SI】
○＜必履修科目＞　日常的な話題や自分の関心
のある分野について，英語話者が理解できる程度
の英語を用いて，
【SI1】情報や考えなどを伝え合ったり相手の発話
に適切に反応することができるようにする。
【SI2】簡単なディベートをすることができるようにす
る。
【SI3】簡単なディスカッションをすることができるよ
うにする。
○＜選択科目＞　抽象的な内容を含む幅広い話
題について，英語話者が理解できる程度の英語を
用いてある程度流暢に，
【SI4】情報や考えなどを伝え合ったり相手の発話
に適切に反応することができるようにする。
【SI5】ディベートをすることができるようにする。
【SI6】問題解決型のディスカッションをすることがで
きるようにする。

<ポイント＞
・相手意識
・初歩的な英語

<ポイント>
・「発表」：小学校からの接続
・「やりとり」：話し合いと伝え合い

<ポイント>
・伝える ⇒ スピーチをする ⇒ プレゼンテーションをする
・伝え合う／相手の発話に反応する ⇒ ディベートをする ⇒ ディスカッションを
する

(1) 初歩的な英語を聞いて話し手の意向などを理解できるようにす
る。
(2) 初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるように
する。
(3) 英語を読むことに慣れ親しみ，初歩的な英語を読んで書き手の意
向などを理解できるようにする。
(4) 英語で書くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用いて自分の考え
などを書くことができるようにする。

＜「コミュニケーション英語Ⅰ」（必履修科目）＞
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，情報や考えなどを
的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。

４ 技 能 に 係 る 目 標 （例） （話す） ＜イメージ案＞

参考資料



中学年

小・中・高を通じた目標及び内容の主なイメージ
小学校

中学校 高等学校
高学年

参考資料

現
行

○言語活動
英語を理解し，英語で表現する能力を養うため，次の言語活動を２学年間を通して行わせ
る。
 「聞く」「話す」については，
・基本的な英語の音声に慣れ，身の回りの語いや場面の中での表現を聞き取り，状況から
判断して適切に応じること。自分の考えや気持ちなどを英語やジェスチャーを使って，聞き手
がわかるように話すこと。
「読む」「書く」については，
・文字や符号を識別し，正しく読むこと
・単語を識別すること
・文字を識別し，正しく書くこと
・単語を識別し，正しく書き写すこと

○言語活動の取扱い
（１）2学年を通じ指導に当たっては，次のような点に配慮するものとする。
（2）児童の学習段階を考慮して各学年の指導に当たっては，次のような点に配慮するものと
する。
第5学年における言語活動
第6学年における言語活動

○言語材料の取扱い
・外国語活動で扱った，表現等を繰り返し扱う。その際，外国語活動と異なる場面で活用する
など，スパイラルに何度も扱うことに留意する。

＜ポイント＞
・場面や状況に依拠して聞くこと・話すこと
・文字の認識、単語の識別

○言語活動
「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能について言及
→英語を理解し，英語で表現できる実践的な運用能力を
養うため，次の言語活動を３学年間を通して行わせる。

○言語活動の取扱い
「内容に踏み込んだ言語活動を重視」することに言及

○言語材料の取扱い
→小学校で扱った語，表現等は，中学校においても繰り返
し扱う。その際，小学校とは異なる場面で使ったり，別の意
味で活用したりするなど，スパイラルに何度も扱い直すこ
とに留意する。

＜ポイント＞
・4技能のバランスよい育成
・内容に踏み込んだ言語活動

２
　
内
容

３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

改
善
例

○高学年における外国語との関連に留意して，指導計画を適切に作成する
ものとする。
○指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
・英語を取り扱うことを原則
・学年ごとの適切な目標設定
・言語や文化に関する内容とコミュニケーションに関する内容と関連づけた
指導
・指導内容や活動の設定
・学級担任等の役割，指導体制の充実
・教材等
・道徳の時間などとの関連

2.第2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
 （1）　2学年間を通じ指導に当たっては，次のような点に配慮するものとす
る。
・コミュニケーションの場面設定
・アルファベットなどの文字や単語の取扱い
・言葉によらないコミュニケーションの手段
・国語についての理解
・コミュニケーションの場面やコミュニケーションの働き
（2）　児童の学習段階を考慮して各学年の指導に当たっては，次のような点
に配慮するものとする。
・第3学年における活動
・第4学年における活動

＜ポイント＞
・高学年外国語と関連した指導計画の作成

改
善
例

○現行の小学校高学年の学習内容を児童の発達
段階に応じて実施
1.外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図
ることができるよう，指導する。
2.日本と外国の言語や文化について，体験的に理
解を深めることができるよう，指導する。

＜ポイント＞
・積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
・言語や文化についての体験的理解

○小学校における外国語活動，外国語及び高等学
校における外国語との関連に留意して，指導計画を
適切に作成するものとする。
○教材については，日本人としてのアイデンティティ
に関する教育の充実（伝統文化・歴史の重視等）に
言及
○授業は英語で行うことを基本とする。

＜ポイント＞
・小学校外国語活動，外国語を踏まえた指導計画の
作成
・高等学校外国語と関連した指導計画の作成
・英語で行うことを基本とする授業
・生徒の英語による言語活動が中心の授業

現
行

1.指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
・英語を取り扱うことを原則
・適切な目標設定
・言語や文化に関する内容の指導とコミュニケーションに関する内容との関連
・指導内容や活動の設定　　等
2.第2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
 （1）　2学年間を通じ指導に当たっては，次のような点に配慮するものとする。
ア　コミュニケーションの場面設定
イ　アルファベットなどの文字や単語の取扱い
ウ　言葉によらないコミュニケーションの手段
エ　国語や我が国の文化
オ　コミュニケーションの場面やコミュニケーションの働き
（2）　児童の学習段階を考慮して各学年の指導に当たっては，次のような点に配慮するものとする。
ア　第5学年における活動
　外国語を初めて学習することに配慮し，児童に身近で基本的な表現を使いながら，外国語に慣れ親
しむ活動や児童の日常生活や学校生活にかかわる活動を中心に，友達とのかかわりを大切にした体
験的なコミュニケーション活動を行うようにすること。
イ　第6学年における活動
　第5学年の学習を基礎として，友達とのかかわりを大切にしながら，児童の日常生活や学校生活に
加え，国際理解にかかわる交流等を含んだ体験的なコミュニケーション活動を行うようにすること。

1.小学校における外国語活動との関連に留意して，指導計画を適切に作成するものと
する。
2.外国語科においては，英語を履修させることを原則とする。
3.第1章総則の第1の2及び第3章道徳の第1に示す道徳教育の目標に基づき，道徳の
時間などとの関連を考慮しながら，第3章道徳の第2に示す内容について，外国語科の
特質に応じて適切な指導をすること。

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　(1) 「コミュニケーション英語Ⅱ」は「コミュニケーション英語Ⅰ」を履修した後に，「コミュニケーション英語Ⅲ」 は「コミュニケーション英語Ⅱ」を
履修した後に，「英語表現Ⅱ」は「英語表現Ⅰ」を履修した後に履修させることを原則とすること。
　(2) 「コミュニケーション英語基礎」を履修させる場合，「コミュニケーション英語Ⅰ」は「コミュニケーション英語基礎」を履修した後に履修させる
ことを原則とすること。
２ 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
 (1) 教材については，外国語を通じてコミュニケーション能力を総合的に育成するため，各科目の目標に応じ，実際の言語の使用場面や言語
の働きに十分配慮したものを取り上げるものとすること。その際，その外国語を日常使用している人々を中心とする世界の人々及び日本人の
日常生活，風俗習慣，物語，地理，歴史，伝統文化や自然科学などに関するものの中から，生徒の発達の段階及び興味・関心に即して適切
な題材を変化をもたせて取り上げるものとし，次の観点に留意する必要があること。
  ア　多様なものの見方や考え方を理解し，公正な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役立つこと。
  イ　外国や我が国の生活や文化についての理解を深めるとともに，言語や文化に対する関心を高め，これらを尊重する態度を育てるのに役
立つこと。
  ウ　広い視野から国際理解を深め，国際社会に生きる日本人としての自覚を高めるとともに，国際協調の精神を養うのに役立つこと。
  エ　人間，社会，自然などについての考えを深めるのに役立つこと。
 (2) 音声指導の補助として，発音表記を用いて指導することができること。
 (3) 辞書の活用の指導などを通じ，生涯にわたって，自ら外国語を学び，使おうとする積極的な態度を育てるようにすること。
 (4) 各科目の指導に当たっては，指導方法や指導体制を工夫し，ペア・ワーク，グループ・ワークなどを適宜取り入れたり，視聴覚教材やコン
ピュータ，情報通信ネットワークなどを適宜指導に生かしたりすること。また，ネイティブ・スピーカーなどの協力を得て行うティーム・ティーチン
グなどの授業を積極的に取り入れ，生徒のコミュニケーション能力を育成するとともに，国際理解を深めるようにすること。

〇指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　・１の目標に示す「４技能に係る目標」に基づき，各学校において学習到達目標を設定すること。
　・各学校においては，生徒や地域の実態に応じて，３学年間全体を見通した上で，学年ごとの学習到達目標を外国語を用いて
何ができるようになるかという観点から定めること。
  ・小学校における外国語活動と外国語及び中学校における外国語との関連に十分留意して，指導計画を適切に作成すること。
  ・各科目の指導計画の作成に当たっては，各科目の目標や内容等に応じた指導や評価の方法について，学校で共通の体制を
構築すること。
　・学校における学習が，生涯にわたって，自ら外国語を学び，実際にコミュニケーションの場面で使おうとする動機付けに結び付
くものとなるようにすること。
○言語材料を用いるに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　・コミュニケーションを行うために必要となる語句や文構造等の取扱いについては，用語や用法の区別などの指導が中心となら
ないよう配慮し，言語の使用場面や言語の働きに即して実際に活用できるようにすること。
○英語に関する各科目については，その特質にかんがみ，生徒が英語に触れる機会を充実するとともに，授業を実際のコミュニ
ケーションの場面とするため，授業は英語で行うことを基本とする。その際，生徒の理解の程度に応じた英語を用いるとともに，生
徒の英語による言語活動が授業の中心となるよう十分配慮するものとする。
○内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　・辞書の活用の指導などを通じ，自ら積極的に外国語を学び，コミュニケーションの場面で使おうとする態度を育てるようにする
こと。
　・ペア・ワークやグループ・ワークなどを積極的に取り入れ，生徒が実際に外国語を用いてコミュニケーションを行う場面を十分
確保すること。

＜ポイント＞
・「４技能に係る目標」に基づく各学校における学習到達目標の設定
・外国語を用いて何ができるようになるかという観点からの学習到達目標の設定（３年間全体，各学
年）
・小学校における外国語活動と外国語及び中学校における外国語と関連した指導計画の作成
・指導及び評価における共通指導体制の構築
・生涯にわたって外国語を学んでいく動機付けとしての学校における学習
・言語の使用場面や言語の働きに即した言語材料の活用
・英語で行うことを基本とする授業
・生徒の英語による言語活動が中心の授業

第２款の第１から第４に示すリスニング，スピーキング，リーディング及びライティングの各技能に係る目標を達成するため，
生徒が情報や考えなどを理解したり伝えたりすることを実践するように具体的な言語の使用場面を設定して，言語活動を英
語で行う。
（必履修科目の例）
〇言語活動
・事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを整理したり，概要や要点をとらえたりする。
・説明や物語を読んで，情報や考えなどを整理したり，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。
・日常的な話題や自分の関心のある分野について，まとまった内容のスピーチやプレゼンテーションをしたり，簡単なディベー
トやディスカッションをしたりする。
・聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて簡潔に書く。
〇言語活動を効果的に行うための配慮事項
・リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。
・要点を整理し，関連情報や具体例などを付け加えながら，聞き手が理解しやすいように話すこと。
・内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いたりすること。
・事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。
〇内容の取扱い
・小学校におけるコミュニケーション能力の基礎及び中学校におけるコミュニケーション能力を養うための総合的な指導を踏
まえ，聞いたことや読んだことを踏まえた上で話したり書いたりする言語活動を適切に取り入れながら，四つの領域の言語活
動を有機的に関連付けつつ総合的に指導するものとする。
・生徒の実態に応じて，多様な場面における言語活動を経験させながら，中学校や高等学校における学習内容を繰り返して
指導し定着を図るよう配慮するものとする。

＜ポイント＞
・4技能のバランスよい育成
・言語活動の高度化（発表，討論，交渉など）

1.外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ることができるよう，次の事項につ
いて指導する。
（1）　外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験すること。
（2）　積極的に外国語を聞いたり，話したりすること。
（3）　言語を用いてコミュニケーションを図ることの大切さを知ること。
2.日本と外国の言語や文化について，体験的に理解を深めることができるよう，次の
事項について指導する。
（1）　外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，言葉
の面白さや豊かさに気付くこと。
（2）　日本と外国との生活，習慣，行事などの違いを知り，多様なものの見方や考え
方があることに気付くこと。
（3）　異なる文化をもつ人々との交流等を体験し，文化等に対する理解を深めること。

（1）　言語活動
（2）　言語活動の取扱い
３学年を通じた指導に当たっては，次のような点に配慮するものとする。
・互いの考えや気持ちを伝え合う活動の設定
・具体的な場面や状況に合った適切な表現を自ら考える
・取り上げる言語の使用場面や言語の働き
・生徒の学習段階を考慮して第１学年の指導に当たっては，次のような点に配慮
するものとする。
外国語活動を通じて積極的な態度などの一定の素地が育成されることを踏まえ
る
（3）　言語材料
（4）　言語材料の取扱い
・発音と綴りを関連づけた指導
・文法と言語活動を効果的に関連付けた指導
・日本語との違いに留意した指導

○「コミュニケーション英語基礎」，「コミュニケーション英語Ⅰ」，「コミュニケーション英語Ⅱ」，「コミュニケーション英語
Ⅲ」，「英語表現Ⅰ」，「英語表現Ⅱ」及び「英語会話」
(1)　言語活動
(2)　言語活動を効果的に行うための配慮事項

○英語に関する各科目に共通する内容等
１ 英語に関する各科目の２の(1)に示す言語活動を行うに当たっては，例えば，次に示すような言語の使用場面や言語
の働きの中から，各科目の目標を達成するのにふさわしいものを適宜取り上げ，有機的に組み合わせて活用する。
　［言語の使用場面の例］，［言語の働きの例］
２ 英語に関する各科目の２の(1)に示す言語活動を行うに当たっては，中学校学習指導要領第２章第９節第２の２の(3)
及び次に示す言語材料の中から，それぞれの科目の目標を達成するのにふさわしいものを適宜用いて行わせる。その
際，「コミュニケーション英語Ⅰ」においては，言語活動と効果的に関連付けながら，ウに掲げるすべての事項を適切に
取り扱うものとする。
　ア　語，連語及び慣用表現　　イ　文構造のうち，運用度の高いもの　　ウ　文法事項
３ ２に示す言語材料を用いるに当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　ア　現代の標準的な英語　　イ　文法は言語活動と効果的に関連付けて指導
  ウ　語句や文構造，文法事項は実際に活用できるよう指導
４ 英語に関する各科目については，その特質にかんがみ，生徒が英語に触れる機会を充実するとともに，授業を実際
のコミュニケーションの場面とするため，授業は英語で行うことを基本とする。その際，生徒の理解の程度に応じた英語
を用いるよう十分配慮するものとする。

○中学校における外国語との関連に留意して，指導計画を適切に作成するも
のとする。
○指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
・英語を取り扱うことを原則
・学年ごとの適切な目標設定
・言語や文化に関する内容とコミュニケーションに関する内容と関連づけた指
導
・指導内容や活動の設定　　等

2.第2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
 （1）　2学年間を通じ指導に当たっては，次のような点に配慮するものとする。
・コミュニケーションの場面設定
・言葉によらないコミュニケーションの手段
・国語や我が国の文化についての理解
・コミュニケーションの場面やコミュニケーションの働き
（2）　児童の学習段階を考慮して各学年の指導に当たっては，次のような点に
配慮するものとする。
・第5学年における活動
・第6学年における活動

＜ポイント＞
・外国語活動を踏まえた指導計画の作成


